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一 

放
送
に
よ
る
合
図
が
あ
る
ま
で
、
中
を
開
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 

二 

調
査
票
は
、
１
ペ
ー
ジ
か
ら
９
ペ
ー
ジ
ま
で
あ
り
ま
す
。 

 

 
 

 

三 

先
生
の
指
示
が
あ
っ
た
ら
、
最
初
に
、
組
、
出
席
番
号
、
氏
名
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。 

 

 
 

 

四 

答
え
は
、
解
答
用
紙
に
は
っ
き
り
と
書
い
て
く
だ
さ
い
。 

   

一 

放
送
を
聞
い
て
答
え
る
問
題 

 
 

メ
モ

ら
ん欄 

 
 

 
 

 
 

組 
 

出
席
番
号 

 

氏
名 

 



 

音
声
問
題
台
本
（
中
学
校 

第
二
学
年 

国
語
） 

 
こ
れ
か
ら
、
放
送
を
聞
い
て
答
え
る
問
題
を
行
い
ま
す
。
放
送
は
一
回
だ
け
で
す
。
内
容
に
注

意
し
て
、
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
聞
い
て
く
だ
さ
い
。 

放
送
の
内
容
は
、
地
域
を
流
れ
る
山
田
川
の
環
境
調
査
の
説
明
会
で
、
青
空
中
学
校
の
生
徒
会

役
員
が
行
っ
た
説
明
で
す
。 

あ
な
た
は
、
学
級
の
代
表
者
と
し
て
、
こ
の
説
明
会
に
参
加
し
て
い
る
つ
も
り
で
聞
い
て
く
だ

さ
い
。
で
は
、
始
め
ま
す
。 

  

                   

     

こ
れ
で
放
送
は
終
わ
り
で
す
。 

こ
の
放
送
で
聞
き
取
っ
た
こ
と
を
も
と
に
し
て
、
調
査
票
の
問
い
に
答
え
て
く
だ
さ
い
。 

そ
れ
で
は
、
調
査
票
を
開
い
て
始
め
て
く
だ
さ
い
。 

  
 

皆
さ
ん
は
、
今
悩
み
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
私
は
、
部
活
で
ス
ラ
ン
プ
を
経
験

し
た
と
き
、
本
を
読
ん
で
気
持
ち
が
楽
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
に
も
、

ぜ
ひ
自
分
の
生
き
方
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
よ
う
な
本
を
読
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
二
冊
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。 

 
 

一
冊
目
は
、
『
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
』
で
す
。 

 
 

そ
の
理
由
は
、
二
つ
あ
り
ま
す
。 

 
 

一
つ
目
は
、
勇
気
を
与
え
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
も
友
達
に
薦
め
ら
れ

て
読
ん
で
み
ま
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
名
言
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。「
愛
の
反
対
は

憎
し
み
で
は
な
く
、
無
関
心
」
と
か
、「
理
解
さ
れ
る
こ
と
よ
り
は 

理
解
す
る
こ
と

を
。
」
の
よ
う
な
言
葉
は
、
友
達
関
係
で
悩
ん
で
い
る
人
へ
の
、
大
き
な
道
し
る
べ
に

な
る
と
思
い
ま
す
。 

二
つ
目
は
、
話
題
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
年
は
、
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
の

生
誕
百
年
の
年
な
の
で
、
記
念
映
画
が
作
ら
れ
た
り
、
テ
レ
ビ
や
雑
誌
に
も
多
く
の

作
品
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
り
す
る
な
ど
、
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
学
校
で
も
、

図
書
室
の
貸
し
出
し
簿
を
見
て
み
る
と
、
貸
し
出
し
回
数
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。 

二
冊
目
は
、『
イ
チ
ロ
ー 

果
て
し
な
き
夢 

少
年
の
想
い
遥
か
に
』
と
い
う
本
で

す
。 理

由
は
，
二
つ
あ
り
ま
す
。 

一
つ
目
は
、
こ
の
本
を
読
む
と
、
物
事
を
前
向
き
に
考
え
る
よ
う
に
な
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
本
の
中
に
は
、
イ
チ
ロ
ー
選
手
の
努
力
と
試
練
、
そ
し
て
栄
光
が
具
体

的
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
本
の
最
後
に
は
、「
だ
れ
の
中
に
も
イ
チ
ロ

ー
は
い
る
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
私
も
こ
の
本
を
読
ん
だ
と
き
、
こ
の
言
葉

で
、
自
分
も
や
れ
ば
で
き
る
と
い
う
や
る
気
が
わ
い
て
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
壁
に

ぶ
つ
か
っ
た
と
き
、
諦
め
な
い
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
る
一
冊
だ
と
思
い
ま
す
。 

も
う
一
つ
の
理
由
は
、
全
校
生
徒
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
す
。
男
女
問
わ
ず
、「
尊

敬
す
る
人
」
の
項
目
の
上
位
に
あ
が
っ
て
い
た
の
が
、
イ
チ
ロ
ー
選
手
で
し
た
。
そ

の
理
由
は
、「
イ
チ
ロ
ー
選
手
の
前
向
き
な
考
え
方
に
感
動
し
た
か
ら
」
と
い
う
も
の

で
し
た
。
誰
か
ら
も
尊
敬
さ
れ
る
こ
の
イ
チ
ロ
ー
選
手
の
本
を
読
め
ば
、
も
っ
と
毎

日
を
元
気
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。 

 
 

二
冊
の
本
が
、
皆
さ
ん
の
悩
み
を
解
決
し
て
く
れ
る
き
っ
か
け
と
な
り
、
生
き
る

ヒ
ン
ト
に
な
る
と
思
い
ま
す
。 

こ
れ
で
、
発
表
を
終
わ
り
ま
す
。 

青
空
中
学
校
生
徒
会
で
は
、
美
し
い
山
田
川
の
自
然
環
境
を
守
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
全
校
で

山
田
川
の
環
境
調
査
を
行
い
、
青
空
公
民
館
に
調
査
結
果
の
展
示
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

今
日
は
、
七
月
一
日
に
行
う
環
境
調
査
の
主
な
内
容
、
環
境
調
査
の
日
に
用
意
す
る
も
の
、
環
境

調
査
を
す
る
時
に
気
を
付
け
て
ほ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
の
で
、
よ
く
聞
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
学
級
の
皆
さ
ん
へ
し
っ
か
り
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
質
問
が
あ
れ
ば
最
後
に
お
願
い
し
ま
す
。 

は
じ
め
に
調
査
の
主
な
内
容
と
、
環
境
調
査
の
日
に
用
意
す
る
も
の
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。 

調
査
の
主
な
内
容
は
、
山
田
川
の
水
質
、
川
沿
い
に
生
え
て
い
る
植
物
、
山
田
川
に
生
息
し
て
い

る
動
物
に
つ
い
て
で
す
。
こ
れ
ら
を
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
調
べ
て
い
き
ま
す
。 

第
一
グ
ル
ー
プ
の
人
に
は
、
水
質
の
調
査
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ポ
イ
ン
ト
で
川
の

水
を
取
り
、
水
の
汚
れ
具
合
を
調
べ
る
薬
で
、
水
質
調
査
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
水
の
に
お
い

や
濁
り
具
合
な
ど
も
あ
わ
せ
て
記
録
を
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。 

第
二
グ
ル
ー
プ
の
人
に
は
、
植
物
の
調
査
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。
川
沿
い
に
生
え
て
い
る
植
物
を

観
察
し
、
記
録
し
て
い
き
ま
す
。
名
前
が
分
か
る
植
物
は
そ
の
場
で
記
録
し
ま
す
が
、
名
前
が
分

か
ら
な
い
植
物
に
つ
い
て
は
、
写
真
を
と
っ
て
お
い
て
、
後
か
ら
図
鑑
で
調
べ
て
く
だ
さ
い
。 

第
三
グ
ル
ー
プ
の
人
に
は
、
動
物
の
調
査
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。
川
の
中
に
い
る
魚
や
水
辺
の

昆
虫
な
ど
を
観
察
し
、
記
録
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
も
名
前
が
分
か
ら
な
け
れ
ば
、
後

か
ら
図
鑑
で
調
べ
て
く
だ
さ
い
。 

次
に
、
環
境
調
査
の
時
に
気
を
付
け
て
ほ
し
い
こ
と
を
言
い
ま
す
。 

 

ま
ず
、
植
物
や
動
物
な
ど
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
植
物
は
抜
い
た
り
せ
ず
、

魚
や
昆
虫
な
ど
も
捕
ま
え
て
調
べ
た
後
は
逃
が
し
て
や
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

そ
れ
か
ら
、
安
全
に
十
分
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。
川
沿
い
に
は
、
す
べ
り
や
す
い
場
所
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
川
底
が
急
に
深
く
な
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
先
生
の
指
示
を
し
っ
か
り
聞

い
て
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

説
明
は
以
上
で
す
。 

 
 



（答えは、すべて解答用紙に記入しなさい。）

 

 一 今の放送で聞き取ったことをもとに、次の問いに答えなさい。

 

 １ 生徒会役員は、今回の環境調査の時に気を付けてほしいことを二つ述べてい

ます。一つは、動物や植物などを傷つけないことでしたが、もう一つはどのよ

うなことでしたか。書きなさい。 

 ２ あなたは、生徒会役員の説明に足りない内容があったので、確かめるために

質問することにしました。どのような質問をすればよいですか。次のア～エの

中から一つ選び、その記号を書きなさい。 

     ア いくつのグループに分かれるのですか。 

    イ 何のために調査を行うのですか。 

    ウ 環境調査の日に用意するものは何ですか。 

    エ 調査の結果はどこに展示するのですか。 

                          

-
 
1
 
-
 

かんきょう
 



二 次の１～７の問いに答えなさい。

 

  １ 次の①の―線部の漢字の読みがなを書きなさい。また、②の―線部のカタカナ

にあたる漢字を書きなさい。
 

 ① 
 創作

 することを 楽しむ。  
 

② 
 ドングリを ヒロ

 う。
 

 

２ 次の文で、   線部に当てはまる漢字として正しいものはどれですか。

（   ）の中のア～エから一つ選び、その記号を書きなさい。

 

    
 

中学生を
 タイショウ

 に調査する。（ア
 象 イ

 照 ウ
 証 エ

 章）

 

 

３ 「推敲」の語の意味はどれですか。次のア～エから最も適切なものを選び、そ

の記号を書きなさい。
 

 ア あとから付け加えられたよけいなもの。
 

イ 少しは違うが、結局はたいして違わないこと。
 

ウ つじつまが合わないこと。
 

エ 文章の内容や表現などを何度もねり直すこと。
 

 

４ 次の文では、どの言葉を用いるのが最も適切ですか。（   ）の中のア～エ

から一つ選び、その記号を書きなさい。
 

  

 節分のときに、鬼をおいはらう（ア

 はからい イ
 
 ならわし ウ とりなし 

エ うけあい）は、今でも続いている。

 

 ５ 「野山にまじりて竹を取りつつ

 よろづのことに

 使ひけり。」の―線部を現代か

なづかいに直して書きなさい。 

 

 ６ 次の文の にぎりました に対する主語はどれですか。次のア～エの中から一

つ選び、その記号を書きなさい。 

   おばあさんは、 わたしの 手を 強く にぎりました。 

 ７ 次の文に使われている表現の技法はどれですか。    の中のア～ウから最

も適切なものを選び、その記号を書きなさい。 

    春になって、野山の鳥たちがいっせいに歌い始めた。

 

    

イ  
ウ  

ア  

エ  -
 
2
 
-
 

すいこうおに

 

ちが
 

ア 反復   イ 倒置とうち   ウ 擬人ぎじん法

 



三 山本さんの学級では、国語の授業で、言葉に関するレポートを書くことになりま

した。次は、山本さんが書いたレポートの下書きの一部です。これらを読んで、あ

との問いに答えなさい。
 

                           

  １ 山本さんは、レポートの下書きに「グラフ参照」という言葉を入れることにし

ました。下書きの（ア）～（エ）までのどこに入れるとよいですか。最も適切な

ものを一つ選びなさい。

 

 ２ 私も、いつか電子辞書を使いたいと思っていて、軽くて持ち運べるという点で

とても便利な道具です。

 には二つの内容がふくまれています。次の条件にした

がって書きかえなさい。

 

○ 意味は変えずに二つの文にすること。

 

○ 二文めには「道具です。」に対する主語を補うこと。

 

-
 
3
 
-
 

私は、「言葉の調べ方」について考えてみたいと思いました。（ア）そこで、「言

葉の意味や使い方が分からないときにどうするか」について調査したグラフをも

とに考えることにしました。

 

はじめに、男性と女性で一番割合の高い調べ方はどれかに注目してみました。
 

すると、男性では、インターネット上の辞書を利用する割合が一番高く、女性

では、紙の辞書を引く割合が一番高いということが分かりました。（イ）それぞ

れ優れた点があると思いますが、例えば、インターネット上の辞書は、最新の情

報を調べることができる点が優れており、紙の辞書は、電源や電池がなくても使

うことができる点が優れていると思いました。（ウ）

 

私も、いつか電子辞書を使いたいと思っていて、軽くて持ち運べるという点で

とても便利な道具です。それぞれの優れた点を生かして上手に言葉の意味や使い

方を調べることが大切なのではないかと思いました。（エ）

 

【平成２４年度「国語に関する世論調査」】 全国１６歳以上の男女に対する調査 

すぐ
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四 次の文章を読んで、あとの問いに答えなさい。

 

  「スロー・リーディング」とは、一冊の本にできるだけ時間をかけ、ゆっくりと

読むことである。鑑賞の手間を惜しまず、その手間にこそ、読書の楽しみを見出す。

そうした本の読み方だと、ひとまずは了解してもらいたい。スロー・リーディング

をする読者を、私たちは、「スロー・リーダー」と呼ぶことにしよう。

 

ア
 

 一冊の本を、価値あるものにするかどうかは、読み方次第である。たとえば、海

外で見知らぬ土地を訪れることをイメージしてみよう。出張で訪れた町を、空き時

間のほんの一、二時間でザッと見て回るのと、一週間滞在して、地図を片手に、丹

念に歩いて回るのとでは、同じ場所に行ったといっても、その理解の深さや印象の

強さ、得られた知識の量には、大きな違いがあるだろう。旅行は、行ったという事

実に意味があるのではない（よくそれを自慢する人もいるが）。行って、どれくら

いその土地の魅力を堪能できたかに意味がある。
 

イ

 
  丁寧に本を読むという意味では、昔から、「熟読」、「精読」といった言葉がある

が、スロー・リーディングは、そうした読書態度を包括するものとして理解しても

らえればよいだろう。

 

 私がこの読書法をおすすめしたいのは、私自身が、作家になる前となった後とで

は、本の読み方が変わってきたこと、それによって本に対する理解が深まったこと

を実感しているからである。中学、高校時代に、単に一読者として小説を読んでい

た頃には気がつかなかった様々な仕掛けや工夫に注意を払うようになってから、私

は改めて、読書は面白いと感じるようになった。そして、私だけではなく、実は作

家の多くは、他人の本を読むときにも、やはり書き手の視点で読む、という作業を

行っているのである。

 

ウ

 

 推理小説が好きな人は、最後の謎解きのための「伏線」に注意しながら本を読む

習慣があるだろう。年季の入った愛好家は、そうした伏線のパターンをたくさん知

っているから、次第に最後まで読まずとも、結末が読めるようになってくるもので

ある。

 

エ

 

 推理小説というジャンルに明瞭に見て取れる伏線は、実は、他のジャンルの小説

にも様々に張り巡らされており、それだけでなく、論文やエッセイの中にも、大抵、

仕込まれているものである。一般的に、推理小説以外のジャンルでは、謎解きが読

書の最終的な到達点ではない。だから、ここでいう伏線も、必ずしも、具体的な結

末に結びつくものではなく、作者が読者に訴えたいことだとか、登場人物の繊細な

感情の動きだとか、そういったプロットとは関係のないことを

 準備

 する場合があ

る。前の場面で、登場人物が見せたちょっとした仕草が、次の場面での言動の意味

を左右する、といったように。こうした伏線は、見落としてしまったとしても、推

 

理小説の謎解きのように、小説がそこから先へは進めないということには必ずしも
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                   平野啓一郎 「本の読み方 スロー・リーディングの実践」による。
 



ならない。だから、速読の際には、しばしば見落とされてしまうのである。

 
 しかし、読書を今よりも楽しいものにしたいと思うなら、まずはそうした、書き

手の仕掛けや工夫を見落とさないというところから始めなければならない。

 

 （注）堪能＝十分に満足すること。

 

   伏線＝小説などで、後の方で述べる事柄をあらかじめ前の方でほのめか

 

しておくもの。
 

      
 プロット

=小説などの筋や構想。
 

    
 （平野啓一郎 「本の読み方 スロー・リーディングの実践」による。）

 

 １ ①の漢字の読みを書きなさい。
 

 ２ 次の      の文章は、文章中のどこに入りますか。文章のつながりを考

え、文章中の

 ア

 ～
 エ

 の中から最も適切なものを選び、その記号を書きなさい。

 

  

         ３ 次の      は、文章をもとに、読書法についてまとめたものです。

（   ）に入る最も適切な語句を、文章中から（ ａ ）は二字、（ ｂ ）

は六字でぬき出して書きなさい。

 

     ４ 文章中の  

     

 の段落は、文章の中でどのような役割をもっています

か。次のア～エの中から最も適切なものを選び、その記号を書きなさい。

 

 ア それまでの内容に新たな内容を加えて、疑問を投げかけている。

 

イ それまでの内容を否定し、新たな立場から提案をしている。

 

ウ それまでの内容に新たな内容を加えて、言葉の整理をしている。

 

エ それまでの内容を否定し、例をあげて、言葉の説明をしている。

 

  スロー・リーディングとは、一冊の本にできるだけ時間をかけ、書き手の仕掛

けや（ ａ ）に注意を払いながら読むことによって、（  ｂ  ）を見出す

読み方のことである。

 

読書もまた同じである。ある本を速読して、つまらなかった、という感想を抱

くのは、忙しない旅行者と同じかもしれない。じっくり時間をかけて滞在した人

が、「えっ、あそこにすごくおいしいレストランがあったのに！ 行かなかった

の？ あそこの景色は？ えっ、ちゃんと見てないの？」と驚き、不憫に感じる

のと同じで、スロー・リーダーが楽しむことのできた本の中の様々な仕掛けや、

意味深い一節、絶妙な表現などを、みんな見落としてしまっている可能性がある。

速読のあとに残るのは、単に読んだという事実だけだ。スロー・リーディングと

は、それゆえ、得をする読書、損をしないための読書と言い換えてもいいかもし

れない。

 

ふ
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か
 たいざい
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 平野啓一郎 「本の読み方 スロー・リーディングの実践」による。
 

 平野啓一郎 「本の読み方 スロー・リーディングの実践」による。

 



五 次の文章を読んで、あとの問いに答えなさい。

 

   田中さんと小林さんの学級では、国語科の授業で「広島県にゆかりのある作家の

作品を紹介し合う学習」を行うことになりました。田中さんと小林さんは、井伏鱒

二の「山椒魚」を紹介することにしました。次は「山椒魚」の一部です。

 

 
 

      【場面一】 「ああ寒いほどひとりぽっちだ！」 

注意深い心の持ち主であるならば、山椒魚のすすり泣きの声が岩屋の外にもれて

いるのを聞きのがしはしなかったであろう。 

悲嘆にくれているものを、いつまでもその状態に置いとくのは、よしわるしであ

る。山椒魚はよくない性質を帯びて来たらしかった。そしてある日のこと、岩屋の

窓からまぎれこんだ一ぴきの蛙を外に出ることができないようにした。蛙は山椒魚

の頭が岩屋の窓にコロップの栓となったので、狼狽のあまり岩壁によじのぼり、天

井にとびついて銭苔のうろこにすがりついた。この蛙というのはよどみの水底から

水面に、水面から水底に、勢いよく往来して山椒魚をうらやましがらせたところの

蛙である。誤ってすべり落ちれば、そこには山椒魚の悪党が待っている。 

山椒魚は相手の動物を自分と同じ状態に置くことのできるのが痛快であったのだ。 

「一生涯ここに閉じ込めてやるんだ！」 

悪党の呪い言葉はある期間だけでも効験がある。蛙は注意深い足どりでくぼみに

はいった。そして彼は、これで大丈夫だと信じたので、くぼみから顔だけ現わして、

次のように言った。 
「おれは平気だぞ。」 

「やい、出て来い！」 
と山椒魚はどなった。そうして彼らは激しい口論をはじめたのである。 

「出て行こうと行くまいと、こちらの勝手だ。」 

「よろしい、いつまでも勝手にしていろ。」 

「お前はばかだ。」 
「お前はばかだ。」 

彼らは、かかる言葉を幾度となくくり返した。翌日も、その翌日も、同じ言葉で

自分を主張しとおしていたわけである。 

一年の月日が過ぎた。 
ひ

 たん

 

ろうばい

 

ぜにごけ
 

こうげん

 

おうらい

 

のろ

 

いっしょうがい

 

さんしょううお
 

い

 ぶせ

 ます
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（ここまでのあらすじ）山椒魚はまる二年の間、自分の巣である岩屋でじっとして

いる間に、出入口から出られないほど大きく成長してしまった。ある日、一生この

暗い岩屋に閉じ込められたことに気付いた山椒魚は、岩屋の外を自由に動き回る生

き物の姿を目にし、ただ悲しみに暮れるしかなかった。
 

じ
 

  

 

          井伏鱒二 「山椒魚」による

 



初夏の水や温度は、岩屋の囚人たちをして鉱物から生物によみがえらせた。ここ

で二個の生物は、ことしの夏いっぱいを次のように口論しつづけたのである。山椒

魚は岩屋の外に出て行くべく頭が肥大しすぎていたことを、すでに相手に見ぬかれ

てしまっていたらしい。 
「お前こそ頭がつかえてそこから出て行けないだろう？」 

「お前だって、そこから出ては来れまい。」 

「それならば、お前から出て行ってみろ。」 

「お前こそ、そこからおりて来い。」 

 さらに一年の月日が過ぎた。二個の鉱物は再び二個の生物に変化した。けれど彼

らは、ことしの夏はお互いに黙り込んで、そしてお互いに自分の嘆息が相手に聞こ

えないように注意していたのである。 
                 （注）岩屋＝岩のほら穴。

 

   コロップ＝コルクのこと。

 

狼狽＝あわてふためくこと。うろたえさわぐこと。 

効験＝はたらきかけた結果のしるし。ききめ。 

嘆息＝なげいてためいきをつくこと。 

道理＝わけ。はず。

 

鞭撻＝いましめはげますこと。 （井伏鱒二 「山椒魚」による。）  

【場面二】 ところが山椒魚よりも先に、岩のくぼみの相手は、不注意にも深い嘆息をもら

してしまった。それは「ああああ」という最も小さな風の音であった。去年と同

じく、しきりに杉苔の花粉の散る光景が彼の嘆息をそそのかしたのである。
 

山椒魚がこれを聞きのがす道理はなかった。彼は上のほうを見上げ、かつ友情

を瞳にこめてたずねた。

 

「お前は、さっき大きな息をしたろう？」
 

相手は自分を鞭撻して答えた。

 

「それがどうした？」

 

「そんな返辞をするな。もう、そこから降りて来てもよろしい。」
 

「空腹で動けない。」

 

「それでは、もうだめなようか？」

 

相手は答えた。

 

「もうだめなようだ。」

 

 よほどしばらくしてから山椒魚はたずねた。

 

「お前は今どういうことを考えているようなのだろうか？」

 

 相手はきわめて遠慮がちに答えた。

 

「今でもべつにお前のことをおこってはいないんだ。」

 

べんたつ

 

ひ

 だい

 

たんそく

 

すぎごけ

 しゅうじん

 

へん

 じ
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           井伏鱒二 「山椒魚」による
 



１ 田中さんと小林さんは、この文章の場面の展開を、山椒魚の様子や言葉を視点に

表にまとめました。あとの
(１)・
(２)の問いに答えなさい。 

 
(１) 右の表の  Ａ  には、山椒魚の心情を表す言葉が入ります。あてはまる言葉

を、文章中の【場面一】の中から二字でぬき出して書きなさい。 
 

(２) 文章中の「ああ寒いほどひとりぽっちだ！」と山椒魚がすすり泣く場面を三年

目としたとき、右の表のａ～ｃに入る数字の組み合わせとして最もふさわしいも

のを次のア～エから一つ選び、その記号を書きなさい。 

 ア

 ａ…三 ｂ…三 ｃ…四  

イ

 ａ…三 ｂ…四 ｃ…五  

ウ

 ａ…四 ｂ…四 ｃ…五 

エ

 ａ…四 ｂ…五 ｃ…五  

 

 ２ 田中さんと小林さんは、学校図書館にある「山椒魚」の本には、【場面二】が、え

がかれているものとえがかれていないものがあることを知りました。そして、次の

ような会話をしました。 

       まる二年の間、岩屋でじっとしている間に大きく成長してしまった。 

山椒魚の様子や言葉 

ｃ年目 ｂ年目 ａ年目 三年目 友情を瞳にこめて 
「それでは、もうだめなようか？」 

黙り込む。自分の嘆息が相手に聞こえないように注意していた。 

夏いっぱいを口論しつづけた。 

「一生涯ここに閉じ込めてやるんだ！」 

→相手を自分と同じ状態にできることが 
Ａ  だった。 

「ああ寒いほどひとりぽっちだ！」 

→すすり泣き 
田中 「【場面一】と【場面二】では、山椒魚と蛙の関係が大きく変化している

よね。私は、【場面二】がある方がよいと思うよ。」  

 小林 「私は、【場面二】がない方がよいと思うわ。」 
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【場面一】 【場面二】 



あなたは、【場面二】がある方がよいと思いますか。ない方がよいと思いますか。 

の中の「ある・ない」のどちらかを選び、○を付け、あなたがそのように

考える理由を、次の条件１～３にしたがって書きなさい。 

 条件１ 【場面一】、【場面二】の両方の表現や内容を根拠として書くこと。 

条件２ その根拠にもとづいた自分の考えを書くこと。 

条件３ 百二十字以上、百五十字以内で書くこと。 

  私は、【場面二】が           方がよいと思います。 

                                                                                                                                                       150  120        
これで問題は終わりです。
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 ある ・ ない
 

こんきょ

 


